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「隣保館だより」の回覧について(依頼) 

 

春寒の候、貴職におかれましては、ますますご清栄のこととお喜

び申しあげます。 

日頃は、隣保館事業の推進につきまして格別のご理解ご協力を賜

り、厚くお礼申しあげます。 

さて、「隣保館だより」の全戸回覧について、お忙しいところお

手数をおかけしますが、ご協力いただきますようお願いいたします。 

 

記 

 

１ 送 付 物  隣保館だより ２月号 

 

２ 送付部数  回覧部数分 

 

３ 連 絡 先  三木市志染町吉田８２３ 

         三木市立総合隣保館 

         ℡ ８２－８３８８ 担当：赤松・橘田 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

  
🌸 人権擁護委員の活動とは…？ 
 人権擁護委員２４名(三木市：11 名、明石
市：13 名)により構成された明石人権擁護
委員協議会では、「誰か」のこと じゃない。
を重点目標として、主に次の
活動をされています。 
①人権相談活動…三木市内に

おいては、緑が丘町公民館、三
木市役所、三木市吉川支所にて併せて年２８
回の特設人権相談所を開設しています。また、
全国の小・中学校等の児童・生徒を対象とし
た｢子どもの人権ＳＯＳミニレター｣事業と
して、児童・生徒と人権擁護委員との手紙の
やりとりを通じて、こどもたちの悩みごとへ
の相談対応を行う活動を行っています。 

②人権啓発活動…学校園との関連で 
・全国中学生人権作文コンテスト兵庫県大会
明石三木地区予選を実施しています。三木市
では同予選に応募した１１点を｢人権作文集
第 52 集｣に掲載し、公民館にも配置します。 

・人権の花運動…三木市では３校園で実施 
・人権教室…三木市では３園で実施。 

🌸 志染保育所での人権教室の紹介… 
  先日、人権擁護委員５人によって実施され、   
子どもたちはペープサートに見入っていま
した。これは、人権擁護委員の手作りの作 
品で、題名は｢クーちゃんとマーくん」です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
他人を思いやり、助け合う心の大切さを学ぶ 
を目標に、こどもたちにやさしく語りかけます。 
 
 
 
 

仲の良いクマのクーちゃんとマーくん。冬眠前、お腹が
空きすぎたマー君はもう動けません。クーちゃんは木の実
を見つけ、一人で食べようと思いました(子どもたちは、
｢あかんあかん｣と反応)が、マーくんを思い一緒に食べ
ることにします。お腹いっぱいになった 2 人はそれぞれの
穴に帰ります。でもマー君は何か心に引っかかるものが
あり眠れません。クーちゃんに「ありがとう」とお礼を言う

のを忘れていたのです。慌ててマ
ー君のところに行き、「ありがとう」
と言います。クーちゃんは自分一
人で食べようと思っていたことを

謝りました。二人は幸せそうな顔をして眠りにつきました。 

🌸子どもたちは…・「おやつは、みんなで
一緒にたべるよ」「マーくんが倒れているから
助けてあげよう」「友だちと分けっこしたら、楽
しく食べられるよ」など、マーくんと一緒に食べ
ようと思ったときのクーちゃんの気持ちを、自分
に照らし合わせて想像していました。 
｢ありがとう｣｢ごめんね｣は、大切な気持

ちだね。これからもなかよく助け合って遊
んでね。とのまとめのあいさつに、「明日もきて
ね」と言ってくれる素直な子どもたちでした。 
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豊かな人権感覚を 
～人権擁護委員の活動を通して～ 

志染保育所での人権教室 

次ページは 

多様な作業への 
チャレンジを通して 

～障がい者雇用の裾野を広げる～  
 です 

 

１月号表紙右側写真の下、｢すべてに…」の段落
に脱字がありました。お詫びして訂正します。 
(正)すべてに感謝されて生きていらっしゃる姿
に感銘を受けました。ほんとうにありがとうご
ざいました。人を認める生き方をしていきたい
と思います。 野ネズミさんの指遊びでリラックス 
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